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SAKUJI TANAKA

RI会長メッセージ

ロータリーの徽章をいつもあなたの襟に

A Message from President

　私は日本人ビジネスマンであり、ほぼ毎日、背広を着用し

ます。そして襟には必ずロータリーの徽章を着けています。

それは、ロータリアンであることに誇りを感じているからで

す。ロータリーの徽章を着けていれば、どこへ行っても、誰

が見ても、私がロータリアンであることは一目瞭然です。そ

れを目にした人がロータリアンであれば、私が友人だとわか

るでしょう。徽章は、ロータリアン以外の人の目にも留まり

ます。それらの人たちみんなに、この徽章の意味を理解し

てほしいと思っています。

ロータリアンの自覚を促すロータリーの徽章

　そんなわけで、私は皆さんがロータリーの徽章を着け、

その意味の認識を広めてくださるようにお願いしています。

徽章を着ければ心構えが変わる、と私は信じています。言

葉を選び、行動に気を配るようになるでしょう。そして何よ

りも、世の中のためのロータリアンであるという自覚を持つ

ようになるでしょう。

　私たちは常に、ロータリーについて人々に伝える用意をし

ておくべきです。誰かにロータリーの徽章のことを尋ねられ

たら、すぐに答えられるようにしておきましょう。ロータリー

とは何ですか？　ロータリーは何をする団体ですか？　この

ような質問に対して、私たち一人ひとりが明確に答えられる

心構えをしておくことが大切です。

　会員を増やしたい、という理由だけでは、会員候補者の

ところへ行って、入会するよう頼むわけにはいきません。私

たちはその人に、ロータリーが本当に素晴らしい団体であり、

ロータリークラブに入ることでより幸せになれることを伝え

なければなりません。

自分がロータリーから受けた恩恵を伝えるために

　ロータリーに入会するよう人に勧めることは、その人のた

めになることでもあります。私たちは皆、ロータリーへの入

会を勧めてくれた人に感謝していると思います。私自身も、

ロータリーのおかげで、人生がより幸せで、実り多いものと

なりました。八潮ロータリークラブに入会した日が、人生に

おいてそれまでとは異なった方向に歩む第一歩となった日で

あることは間違いありません。その日から私は、人とのつ

ながりがさらに広がり、より満足が得られ、充足感と平和

に対するより深い意識を求めるようになったのです。

　私はいつも、この気持ちをぜひほかの人たちに伝えた

いと思っています。新会員を連れてくるのもその方法の一

つです。ただしそれは、ロータリーとその活動の認識を高

めることで、また、ロータリーの公共イメージに焦点を当

て、日々、ロータリーの徽章を着用することでも、実践さ

れなければならないと思います。

2012-13年度 国際ロータリー会長

田中　作次
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ガバナーメッセージ A Message from Governor

2012-13年度 第2640地区ガバナー

北中　登一

巳年を迎えました。私の年であります。

会員の皆様、明けまして御目出度う御座います。如何お正月をお迎えになられたでしょうか。お正月といえば、雑煮ですが、

雑煮を祝うという風習が日本各地に古くから伝わっております。雑煮は、本来神に供えたものを食うことで、九州では『なほ

らひ煮』あるいはその訛り語で呼ばれており、直会 ( なおらい ) は神事が終わった後、神酒･神饌をおろして戴く宴の事であ

ります。

昔は夕方がその日の終わりであったので、年越しの祝いは大晦日の夕食にありました。この時、歳神を祀り、晴れの食事をし、

夜の明けた元日に餅、大根、人参などの神饌を下げて戴いたのが雑煮であります。雑煮の本当の名は『ほうぞう』で、気を

益し、中を温め、小便を縮め、大便を固める効力があると、『貞丈雑記』に書かれてあります。臓膀を保養する意味でほうぞ

う ( 保蔵 ) といわれたのでしょう。いずれにしても、寒い冬を無病息災で乗り切るための生活の知恵であったのです。

雑煮の配合材料と調理法は各地方によって異なり、同じ地方でも家々によって夫れ夫れの風があり、少しずつ違うようで、

興趣に尽きないのですが、例えば、京都では白味噌仕立てで戸主の椀には必ず芋魁 ( おやいも ) をいれる風習があり、大阪

では赤味噌仕立て、子芋、焼き豆腐、大根、干し鮑、丸餅をいれ、東京風の雑煮では切り餅は焼き、鶏肉、海老、蒲鉾、三つ葉、

小松菜などを用い、浅草海苔を一枚浮かべるといった、特色があります。時代が変わっても、こうした地方独特の特色は残

して戴きたいと、新年を迎える毎に思います。

今月は、ロータリー理解推進月間であります。ロータリーはどうしてできたか、そしてその目的は何かと考える月間であり

ます。

悪がはびこる恐怖の町、シカゴ、『商売に情けは無用』、『商売と友情は両立しない』、『人をだます奴が賢くてだまされる奴

が馬鹿』などの考え方が大勢をしめ、海外からの移民が急増する中で、言葉もろくに通じない、したがって誰も信用できな

いシカゴという町で、何とか安全で、安心して住める町にできはしないかとの考えから、心の許せる、即ち友情を分かち合

える人間が集まり、スタートしたのがロータリーの始まりです。1905 年 2 月 23 日、4 人が集まり、初めて例会を開いた

とされています。

『兄弟のように仲がよい』と言いますが、私はこれは嘘八百で、骨肉の

争いをするのは、とかくすると他人とではなく兄弟姉妹とではなかろうかと

71 年、生きてきた今、つくづく思います。本当にお互い信頼関係がない

と、友情なんて芽生えるはずはないと思っています。

私達は肉親を選択できないが、友人は選ぶことができます。毎日顔を突

き合わせていても必ずしも友人とはならないし、数年会わなくても心の友

は友なのです。
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友の存在は、私達の人生の灯火でありましょう。これ

は決してお金では買うことのできない、宝物あるいは、

宝物以上のものです。万一、こちらが何か重大な過失を

犯しても、彼だけは、魔が差したのだろうと許してくれそ

うだし、世間がことごとく背を向けても、彼だけは手を差

しのべてくれる。こうした期待と安心を与えてくれるのが

真の友でありましょう。相互の信頼のない所には友情は

なく、友情こそ人生の幸福の要素であります。

ある人が、お金の必要が生じたのですが、どうしても

工面できず、思い余って友達の家を訪れた。生憎奥様だ

けで友達は留守でした。この奥様、主人の親友の、たっ

ての願いも聞き入れず、お断りされた。帰って来た主人

がこの話を聞いて奥様に激怒、長年連れ添ってこられた

夫婦関係にピリオドをうたれたといいます。其れほど友

情の絆というのは家族よりも夫婦よりも強いのです。

『四つのテスト』の第 3 番目に、『好意と友情を深めるか』という文言があります。私もロータリー生活 30 年足らずの中で、

友情を分かち得る事のできる、然も同じ職業ではない友を、そう多くはありませんが、得る事ができた幸せをかみしめており

ます。

私は『奉仕』というのは 24 時間、間断なく続けていくものであり、且つ奉仕している事を忘れて奉仕していく所に、真のロー

タリアンの姿があると思っています。油断せず、目に見える奉仕、目には見えないけれども、神様だけがご存じの奉仕、こ

れらを通じて人々の幸せを願っての日暮らし、結果として自分自身、家族、更に社会の平安へと繋がっていくと思います。

時節柄、寒い毎日が続く事でしょう。健康が一番です。決して無理をなさらないよう願っております。再会を楽しみにして

おります。

2012 年 11 月 第 41 回ロータリー研究会にて
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例会場で一期一会（例会重視）～新しい年を迎えて思う事～ Words

クラブ奉仕部門カウンセラー

大澤　德平パストガバナー

私がロータリーに入れて頂いて出会ったお人の中で最も尊敬する方、森 三郎ＰＤＧの卓話をここ

に転記し、１月号の私のレポートに代えることをお許しください。

森ＰＤＧは 1921 年 3 月埼玉県寄居町に生まれ、京都大学法学部から大蔵省入省。税務署長、

日本専売公社広報課の時代に「今日も元気だ、タバコがうまい」の標語を作る。後に専売公社総

裁秘書も務める。陶芸家であり神官、連句に造詣深く、茶道など日本文化への理解も深い方である。

｢楽しい例会にするには｣

・心の鎧を脱ぐ

人の心というものは、普段は、いろいろな鎧を着ております。

地位とか名誉とか財産とか、あるいは血筋とか学歴とか肩書きなど無数の“自分ではないもの”が心を包んでおります。

先ごろ私は、たまたまお茶のグループの五十周年記念のお茶会に出たのでありますが、お茶席には露地の飛び石や蹲やに

じり口などのさまざまのしつらえがございまして、そこを通ることによって参会者たちの心を次第次第に裸にしてまいります。

つまり、心の鎧を上手に一つ一つ脱がせていくのです。武士であれば腰の大小を取り去ります。町人であれば心の中の算盤

を、このときばかりは忘れ去ります。　

お茶席の悦びというのは、こうしてすっかり鎧を脱いで赤ん坊のように裸になった亭主と客とが、一碗の茶を介して心を触

れ合い、ひびき合わせる悦びなのです。裸の心を一言で申せば、初心であります。人間の生まれたままの心というのは、ポ

ール・ハリスが自叙伝の中で述べております｢少年の心｣と同じものでございます。寛大で親しみにあふれ、人様のためにな

りたいという素朴な願いがごく自然に魂を輝かせているものです。こうした初心に戻ることができた人々が、ロータリーの例

会で語り合うならば、それは巧まずして楽しい例会になるはずでございます。頭の中であれこれと、例会を楽しくするにはど

うしたらいいだろうかと考えて、無理に演出したような楽しさを生み出してみても、それは自然に出てきた楽しさではござい

ませんから、長続きしないのではないでしょうか。

そこで先ほども、会長幹事さんに思いつきを述べて笑ったのでありますが、ちょうど空港で持ち物検査のためにくぐらされ

るようなゲートを、例会場の入口に木でこしらえてみてはどうでしょうか。その門をくぐる者は心の鎧を何もかも捨て去ること、

という約束をするのです。こうしてけがれのない、少年のような心になってこそ、例会場がくつろぎの場となり、やわらかい

心の交流、お互いの心のひびき合いも実現するのだと思います。それが本当に｢楽しい｣例会であります。　　　　　　　
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・人ほめと心の波長

心の共鳴、ひびき合いのない所には、本当の楽しみは生まれないと思うのです。人をほめるということもそうであります。

先日私の娘がガバナー事務所を手伝っておりまして、あるメンバーの非常な律義さを口をきわめてほめておりました。家内も

その人の人柄を知っており、三人で口を揃えて「人ほめ」をしたのです。それを聞いて私は、そばにおりました孫に言いました。

人を心からほめるということができるのは、その人の律儀さなら律義さに、こちらも共鳴できるだけの律義さがあってこそ可

能なのであって、共鳴もできないのに口先だけでほめちぎったりすると、まことに鼻持ちならないことになってしまうのだよと。

ほめることは、そう考えますと意外に難しいことです。心の波長が合いませんと、ペラペラほめ言葉を並べれば並べるほど、

白々しくなってしまいます。人をほめられることはいいことです。ロータリーというのはそういう場なのです。お茶席と同じよ

うに、世俗的なものやよこしまな心を拭い去った、赤児のような初心にかえった者同士が、素直に心をひびき合わせて楽しむ

場なのです。

・ロータリーのはきちがえ
　　

例会というのは単に食事をするだけの場所ではありません。神道には祓い清めというのがありまして、罪やけがれ、こ
れは私たちが生活をしている限り垢のように、どうしても身につくわけですが、そうした罪けがれを洗い流すことを祓い清め

と申しております。そうすると私たちの心に宿っている神様が元気を取り戻されて、私たち自信がすがすがしく元気になれる、

というのが日本人の伝統的感覚なのですね。それと同じような意味が、ロータリーの例会への出席にはあるのではないかと、

私は密かに確信しているわけなんであります。

そうした例会が持てましたら、そういう素直な魂から「奉仕」というものはごく自然に生まれてくるはずであります。その

意味で、ロータリーが奉仕のためにあるのではなくて、ロータリーがあって奉仕が出てくるのだと思います。ポール・ハリス

は三歳で祖父母に預けられてバーモントの田舎で育てられたのですが、シカゴの都会砂漠で、例会に出ることは幼いころの

家へ帰ったようなアット・ホームな喜びであったと書いております。そうしたフェローシップがロータリーの原点であり、そう

いう原始ロータリーを大切にすることを忘れて、ただ奉仕だ奉仕だと言って回るということは、何かのはきちがえになってし

まう可能性もあると思います。

原点の仲間意識を育てて例会を楽しいものにして、人生を豊かにしていただきたいと願う次第であります。
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本田 貴浩
ほんだ たかひろ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

有田
石油精製業
1965年10月19日

古川 友治
ふるかわ ともはる

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

関西国際空港
航空貨物取扱
1956年5月6日

奥村 廣光
おくむら ひろみつ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

美原
電子工業
1945年1月2日

新入会員のご紹介

小関 高俊
おぜき たかとし

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

泉州KUMATORI
旅行業
1951年4月10日

裏橋 真琴
うらはし まこと

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

田辺はまゆう
生命保険
1957年9月11日

益田 真樹
ますだ まき

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山城南
証券業
1968年10月20日

尾羽根　伸幸
おばね　のぶゆき

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

旅行業
1948年11月28日

新井　利治
あらい　としはる

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

流通業
1943年3月18日

堀本　誠
ほりもと　まこと

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

医療コンサルタント
1979年2月6日

八田　眞一
はった　しんいち

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

介護用品販売
1957年3月10日

野口　篤
のぐち　あつし

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

訪問介護
1964年8月2日

清水　亜稀未
しみず　あけみ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

婦人服小売り
1946年11月6日

後藤　久美子
ごとう　くみこ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

介護支援事業
1965年8月2日

高梨　雅樹
たかなし　まさき

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

芸能
1954年10月12日

大阪千代田ロータリークラブ　会員紹介
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沖野　祐二
おきの　ゆうじ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

介護用品販売
1965年3月9日

土井　登茂子
どい　ともこ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

福祉事業
1955年10月15日

遠藤　諭
えんどう　さとし

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

印刷業
1966年1月18日

向井　利之
むかい　としゆき

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

建築業
1967年4月8日

細川　浩二
ほそかわ　こうじ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

飲食業
1975年2月24日

山口　親房
やまぐち　ちかふさ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

映像作成
1949年6月7日

藤本　昌弘
ふじもと　まさひろ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

鍼灸整骨院、薬品店
1967年5月6日

蚊野　賢一
かの　けんいち

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

不動産管理
1967年3月10日

仲村　敏隆
なかむら　としたか

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

貿易業
1950年10月25日

廣安　芳久
ひろやす　よしひさ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和楽器販売
1965年3月25日

丸井　和子
まるい　かずこ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

環境コンサルタント
1954年4月22日

原田　勝次
はらだ　かつじ

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

製造業
1955年7月2日

岡部　卓也
おかべ　たくや

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

情報処理
1969年4月24日

清水　政夫
しみず　まさお

職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

総合リサイクル商社
1974年2月24日

訃報

川内 潔 様
田辺RC

1934年6月27日 生
2012年11月7日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：

38年1ヶ月
薬剤師

岡本 重之 様
白浜RC

1936年9月29日 生
2012年11月24日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：
表彰　　 ：

24年
食料品販売
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー1回
ベネファクター
第4回米山功労者 マルチプル

中西 力三郎 様
田辺RC

1931年1月7日 生
2012年11月23日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：

36年
名誉会員　造船

細川 昭三 様
泉州KUMATORI REC

1928年10月17日 生
2012年11月22日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：

4ヶ月
歯科医
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PHF・ＭPHF・ベネファクター 認証者
  2012年１１月

Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー　　数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　　ＢＥ・・・ベネファクター

Club Name
Kaizuka Akira Nakatsuka F
Kaizuka Motonari Yagyuu F
Hashimoto Yasuo Konishi F
Matsubara Naka Hideo Yoshimura F
Matsubara Naka Hiromi Aoki F
Shingu Minoru Ue F
Sakai Ooizumi Yuji Donomoto 2
Taishi Kazuo Hagi 2
Taishi Kazuo Hagi 3
Kaizuka Ichiro Shiotani 1
Kaizuka Takanobu Hayashi 2
Kishiwada East Masao Fukai 5
Kishiwada East Masaya Yokota 2
Kishiwada East Tadamichi Oku 5
Kishiwada East Takenori Oishi 8
Kishiwada East Yoshiaki Terada 5
Taishi Teiji Miyawaki 3
Hashimoto Eiichi Nakanishi 3
Hashimoto Shinya Kurabuchi 2
Hashimoto Shiro Kusumoto 1
Hashimoto Syogo Shigeoka 1
Hashimoto Takashi Sakaguchi 1
Hashimoto Toshikatsu Yamamoto 1
Hashimoto Yoshiyuki Okuda 6
Kainan East Akihiro Ogino 2
Kainan East Munehiro Hanada 2
Kishiwada North Kanji Kishi 5
Matsubara Naka Masatoshi Fujita 3
Matsubara Naka Yoshitaka Uenishi 2
Sakai Phoenix Akinori Ono 5
Sakai Seiryo Tadashi Umekoji 4
Sakai Seiryo Tsutomu Segawa 4
Shingu Kunio Tanaka 1
Shingu Tarou Hiroi 2
Wakayama West Koji Yukawa 2
Koyasan Kazuo Hirano 2
Hashimoto Tadashi Sowa BE
Matsubara Naka Yoshitaka Uenishi BE
Sakai South Nobuhiro Minami BE
Takaishi Tetsuji Matsui BE
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米山功労者
2012年11月

米山功労クラブ
2012年11月

クラブ 氏名 表彰名

海南東 千賀 知起 第1回 米山功労者

海南東 三木 正博 第1回 米山功労者

海南東 岸 友子 第5回 米山功労者マルチプル

海南東 荻野 昭裕 第5回 米山功労者マルチプル

岸和田東 中井 義尚 第16回 米山功労者メジャードナー

岩出 谷川 芳昭 第3回 米山功労者マルチプル

岩出 三星 達男 第4回 米山功労者マルチプル

岩出 藤平 良光 第5回 米山功労者マルチプル

橋本 小竹 陽 第1回 米山功労者

橋本 曽和 正 第4回 米山功労者マルチプル

橋本 松岡 弘治 第7回 米山功労者マルチプル

御坊南 岡 延哉 第6回 米山功労者マルチプル

高石 嶋田 剛康 第1回 米山功労者

高石 泉谷 篤彦 第2回 米山功労者マルチプル

高石 嶋田 充伸 第2回 米山功労者マルチプル

堺泉ヶ丘 盛尾 清和 第1回 米山功労者

堺泉ヶ丘 森 恭一 第1回 米山功労者

堺泉ヶ丘 辰巳 俊一 第5回 米山功労者マルチプル

泉佐野 貴志 豊 第1回 米山功労者

泉佐野 赤井 聡宏 第1回 米山功労者

泉佐野 山岸 彌平 第3回 米山功労者マルチプル

泉佐野 甚野 治 第3回 米山功労者マルチプル

泉佐野 佐藤 憲成 第4回 米山功労者マルチプル

泉佐野 大野 浩 第5回 米山功労者マルチプル

泉佐野 南 慎一 第6回 米山功労者マルチプル

クラブ 表彰名

海南東 第26回 米山功労クラブ

橋本 第35回 米山功労クラブ
高石 第28回 米山功労クラブ
泉佐野 第39回 米山功労クラブ
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文　庫　通　信 BUNKO TSUSHIN

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電

話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は

ホームページで PDF もご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

◎「日本政治の行方」　島田敏男　2012　3p　　　（米山梅吉記念館館報）

◎「リーダーに求められるコミュニケーション技法」　八百谷和子　2012　5p　（D.2690 地区大会記念誌）                         

◎「日本は世界で一番夢も希望もある国です」　金 美齢　2012　5p　（D.2690 地区大会記念誌）

◎「日本の進路と誇りある国づくり」　櫻井よしこ　2012　4p　（D.2520 地区大会レポート）

◎「豊かな生、豊かな死」　朔 元則　2012　18p　（D.2700 地区大会の記録）

◎「東アジアの絆を求めて」　姜 尚中　2012　10p　D.2700 地区大会の記録）

◎「百済歴史遺跡地区の世界文化遺産登録に向けて」　李 タウン　2012　7p 　（D.2700 地区大会の記録）

◎「３４年間の取材メモから見える日本、そして世界の課題」　柳澤秀夫　2011　10p　（D.2600 地区大会報告書）

◎「『お金の世界』から『いのちの世界』へ」　菅野典雄　〔2012〕　7p　（D.2530 地区大会記念誌） 

記念講演から

ロータリー文庫

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日
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ロータリー友情交換ビデオ・コンテスト

国際ロータリーよりご挨拶申し上げます。毎年、ロータリー友情交換（RFE）に参加した多くの人たちが、世界中で異文化理

解を深め、自分の職業を違った視点から見つめ直したり、ボランティア活動に参加することによって、末永く続く友情を築い

ています。 

ロータリー友情交換での経験を広くご紹介いただくため、ロータリーでは初めて、「ロータリー友情交換ビデオ・コンテスト」

を実施することとなりました。

2012-13 年度ロータリー友情交換ビデオ・コンテストの応募期間は、2012 年 1月 15日～ 3月 15日までです。応募資格があ

るのは、ロータリー友情交換プログラムに参加したことのあるロータリアンです。ビデオ作品は 30秒から 3分の長さとし、

以下のテーマを扱う必要があります。

•　友情を育み、力を合わせて影響をもたらす人道的奉仕 

•　国境のない友情 

•　ロータリー友情交換によってもたらされた自分の職業観への変化

ビデオ・コンテストへの応募にあたっては、以下の事柄をご確認ください。

1. ロータリー友情交換コンテスト公式ルールと規則（英語）を読む

2. YouTube（ユーチューブ）のアカウントを作成し、そのアカウントに作成したビデオを掲載する。英語以外の言語

で撮影されたビデオには、英語字幕を挿入することを強く推奨します。 

3. 2013 年 1月 15日～ 3月 15日の間に、ロータリー友情交換ビデオ・コンテスト応募書式（英語）に入力し、提出

する

最優秀作品と最終選考に残った 2つの作品を 2013 年 4月に発表する予定です。最優秀作品は、ロータリー奉仕の最新情報や

ロータリーのソーシャルメディアのページで紹介されます。 

ロータリー友情交換プログラムに参加した経験があるロータリアンならどなたでもこのコンテストに応募できます。ご質問が

ある場合は、ロータリー奉仕担当部職員までご連絡（Eメール：rotary.service@rotary.org、電話：1-847-866-4487 ）

ください。

多数のご応募をお待ちしております。

ロータリー奉仕担当部

1-847-866-4487

rotary.service@rotary.org 
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行事報告

12 月 7日（金） 米山学友総会　カフェ・ニーノ

12月 16日（日） 青少年交換 2012 年度第 3回受入学生・2013 年度第 2回派遣候補生オリエンテーション
＆ROTEX クリスマス会

12月 15日（土） 久保治雄ガバナーエレクト・大森豊 次期ロータリー財団委員長国際協議会壮行会
スターゲイトホテル関西エアポート

12月 16日（日） ローターアクト 4地区合同情報交換交流会（第 2660・2680・2650・2640 地区）
京都商工会議所



15
GOVERNOR’ S MONTHLY LETTER 2012-2013

行事報告

12 月 22日（土） ＲＬＩ研修リーダー認定セミナー　スターゲイトホテル関西エアポート

12月 26日（水）～ 29日（土）　インターアクトクラブ海外研修　台湾国際理解の旅
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第２６４０地区　出席報告（2012年11月）

 Rotary E-Club
Sunrise of Japan


